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ゴールドマン出資SPC、NIPPO株のTOB開始　1株4000円

ENEOSホールディングスと、米ゴールドマン・サックスが出資する特別目的会社（SPC）のロード

マップ・ホールディングス（東京・港）は11日、ENEOSの子会社であるNIPPO株のTOB（株式公開

買い付け）を12日から始めると発表した。TOB価格は1株4000円で、9月の表明時点での価格を据

え置いた。

買い付け期間は12日から12月24日まで。4000円という価格を巡っては、香港の投資ファンド、オア

シス・マネジメントやマネックスグループ傘下のカタリスト投資顧問が異議を申し立てており、

NIPPO株の11日の終値は4075円とTOB価格を上回っている。
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